
特に近年では、デザイナーやクリエイターがモノやコ

トを生み出す際の思考プロセスが「デザイン思考」と

して注目され、一部の企業等がビジネスに取り入れ、

直面する課題を迅速に把握し、その解決策の導出を

図っています。

このようなデザインの「課題発見・課題解決」「資源

発見・資源活用」のプロセスは、地域課題の発見や地

域資源の掘り起こしなどにも有効であり、墨田区に関

わりのある方がこれらの知識を得ることで、企業・自

治会などのさまざまな場において地域貢献活動等（社

会課題の解決への参加、公民学などが連携したプロ

ジェクト発足など）が活性化することが期待されます。

この講座ではこうしたデザインの考え方をみなさまと

共有するため、千葉大学デザイン・リサーチ・インス

ティテュート（ｄｒｉ）において、日々研究・実践し

ている多様なデザインを講義と体験を通して学んでい

ただきます。

「デザイン」とは、

人の暮らしをより豊かなものへとする科学であり実践です。



千葉大学
デザイン・リサーチ・インスティテュート（ｄｒｉ）
墨田区（企画・運営協力）

実施機関

５０名定員

次の①から④の全てに該当する方受講資格

※受講生の学歴、職歴に関する要件はありませんが、暴力団及
びこれに準ずる団体に関わる者は参加できません。

※都合等で参加できない講義がある場合は、事前に連絡をいた
だく必要があります。

※受講希望者が多数の場合は主催者側で選考を行います。
※選考結果に係る理由は公開しません。

※ただし、受講においてはノートと筆記用具をお持ちいただき
ます。

無料受講料
教材費

募集期間
令和6年６月１日（金）～令和6年７月１２日（金）

受講申込み

受講決定通知

申込方法 ： 申込フォームによる事前申込
右側の二次元コードから読み取り、
アクセスをお願いします。

受講を通じて特に高い素養を示した方には、令和７年３月上旬に

千葉大学墨田サテライトキャンパスで開催する研究成果発表展

（open dri）への参加を打診する場合があります。これにより発

表展へ参加する方は、１２回の講義とは別に３回の追加講義を受

けることができます。

実施期間等 令和６年８月９日（金）～令和７年１月１０日（金）

午後６時～午後８時　原則隔週金曜日　全１２回

※オプション：令和７年１月２４日（金）～２月２１日（金）

問合せ先 墨田区企画経営室行政経営担当

TEL 03-5608-6230

Email GYOUSEI@city.sumida.lg.jp

①墨田区内在住者・・・企業・団体等に勤務する方
　墨田区外在住者・・・墨田区内の企業・団体等に勤

務する方
②地域の課題発見や資源発掘に興味があり、そ

の対応手法のひとつであるデザインの知識習
得、及びその実践を行う意欲を持つ方

③原則として、全１２回の講義等に参加できる方
④受講後、自身が所属する企業・団体等の協力を

得て、新規事業創出に積極的に関与できる方

修得目標 受講者自身が社会参画の必要性・重要性を再認識
するとともに、協働して見出した地域課題・社会課
題等の解決、ならびに、地域資源の活用を図るデ
ザインの方法論を修得します。

全１２回の講義によりデザインに関する知識と
技能の修得を目指します。
前半は千葉大学のデザイン領域の主要な領域
を担う専任教員が講義を行い、デザインの素養
を涵養します。
後半は、グループを編成し、自らの周辺の「課題
発見」「資源発見」を通して「課題解決」「資源活
用」の提案を行います。最終的にはポスター・出
版物として編集し発表します。
これらを通じて、デザイン的な観点から身の回
りを見直し「課題発見・資源発見」を行うことに
基づき、「課題解決・資源活用」を図る力を養い
ます。

令和６年７月１９日（金）までに墨田区企画経営室
から電子メールにて連絡します。
なお、定員超過等により受講できない場合もお知
らせします。

千葉大学墨田サテライトキャンパス

３階 ラーニングスペース１

東京都墨田区文花一丁目１９番１号

実施場所

講義内容

千葉大学
デザイン・リサーチ・インスティテュート（ｄｒｉ）
墨田区（企画・運営協力）
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